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【『「現在求められている教育」を関連させた学習指導』平成 22 年３月】 

 

 研究成果物冊子『「現在求められている教育」を関連させた学習指導』

の６ページに記載されている「指導計画作成モデル」に基づいて、「情報

教育」「環境教育」「読解力向上に関する教育」を関連させた単元の指導計

画を作成し、小学校第５学年理科で実施した学習指導案です。 
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１ 学年    第５学年 
 
２ 教科名   理科 
 
３  教科目標   

   自然に親しみ，見通しをもって観察，実験などを行い，問題解決の能力と自然を愛す 
 る心情を育てるとともに，自然の事物・現象についての実感を伴った理解を図り，科学 
 的な見方や考え方を養う。 
 

４ 単元名   「台風と気象情報」 
 
５ 単元目標 

  台風による強風や大雨、それに伴う災害など、台風の進路や天気の変化について、新  
 聞記事や本、テレビ、インターネットなどを活用して調べ、台風がもたらす降雨は短期 
 間で多量になることをとらえることができるようにする。 
 
６ 児童・生徒の現状から判断したこの単元で「主に付けたい力」 

  児童は、台風という言葉は知っていても、「台風がどこで発生するのか」や「どうして

発生するのか」ということについては、明確に答えることができない。そこで、台風に

ついての情報を新聞記事や本、テレビ、インターネットによる人工衛星の雲画像などか

ら情報を収集させ、台風に関する理解につなげたい。また、台風の接近時期や降雨量が

昔に比べて変化していることに気付かせ、その原因について考えさせたい。そのため、

この単元では、情報を収集する力と収集した情報を基に思考する力・判断する力の育成

を目指す。 
 
７ 関連させる教育 

 ○情報教育 
  台風の進路や天気の変化等の情報を得るためには、情報機器を活用することが有効で 
 ある。多くの情報の中から必要な情報を収集させる活動を通して、情報を収集する力の 
 育成を目指す。 
 ○環境教育 

  台風の接近時期や降雨量が昔に比べて変化していることに気付かせ、その原因につい 

て考えさせる学習活動を通し、思考する力・判断する力の育成を目指す。    
○読解力向上に関する教育 

  台風の進路や天気の変化等を予想するために、情報を解釈し、熟考・評価することを

通して、思考する力・判断する力の育成を目指す。 
 
８ 単元の指導計画 

（１）単元の時間数   ５時間扱い 
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（２）単元の評価規準表 

自然事象への 
関心・意欲・態度 科学的な思考 観察・実験の 

技能・表現 
自然事象についての

知識・理解 
①台風による天気の変

化に関心を持ち、進
んで調べたり、発言
したりしている。 

 

②資料に基づいて、台風

の進路と天気の変化
の関連について考え
ている。 

③台風の接近時期や降
雨量が昔と比べて変
化している原因につ

いて考えている。 

④台風に関する資料を

収集し、情報を整理し
ている。 

⑤整理した情報を聞い
ている人に分かりや
すく伝えている。 

⑥台風特有の動き

や、台風による災
害などについて理
解している。 

 

 
（３）単元の指導計画  太字で下線が引いてあるものは本単元で「主に付けたい力」 

時

間 
学習 
内容 

「付けたい力」 
(教師の指導内容) 児童の学習活動 指導上の留意点 評価規準 

関 思 技 知 

１ 
 

台風って何
だろう 

課題を発見する力 
（台風に関する疑
問点を考えさせる。) 

・台風に関して知ってい
ることを、過去の経験
を基に発表する。 

・台風はなぜ発生するの 
  かなど、台風に関する 
  疑問点を班で出し合 
  い、調べたいことを決 
  定する。 

・台風による天気の変
化について関心を
持たせるために、児
童の経験を発表さ
せる。 

・台風による雲の動 
  き方や雨量、風の強

さ、災害についてな
ど、調べる視点を与
える。 

①    

２ 

台風に関す

る疑問点を
調べよう 

情報を収集する力 
（インターネット
や新聞などを使っ
て、台風に関する
情報を集めさせ 
る。) 

・班ごとに台風について

疑問に思ったことをイ
ンターネットや新聞な
どから調べる。 

・調べて分かったことを
班内で出し合い、情報
を整理する。 

・班ごとに疑問点を 
  出させ、その疑問点 
  の中で特に調べた 
  いものをしぼらせ 
  る。 

  ④  

 
 
 
３ 
 

台風に関し
て分かった
ことを発表
しよう 
 

表現する力 
（台風に関して分
かったことを班ご
とに発表させる。） 
思考する力・ 
  判断する力 

（台風の進み方と
天気の変化につい
て考えさせる。） 

・疑問に思って調べたこ 
とを班ごとに発表す 
る。 

・人工衛星の雲画像など 
から、台風の進み方と 
天気の変化について 
考える。 

・調べた結果とこれ 
  まで集めた台風に 
  ついて載っている 
  新聞記事やインタ 
  ーネットによる人 
  工衛星の雲画像な 
  どを参考に台風の 
  進み方と天気の変 
  化について考えさ 
  せる。 
・台風がもたらす降雨

は短期間に多量に

なることを理解さ
せる。 

 ② ⑤  
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４ 
 

台風の備え
について知
ろう 

思考する力・ 
 判断する力 

（台風の被害と備
えを関連付けて考
えさせる。） 
 

・台風の被害を知り、台
風に対する備えにつ
いて考える。 

・考えたことを隣の人に
伝え、意見交換する。 

・台風が近づいてきたと

きの備えについて知る。 

・台風の時の備えにつ 
 いて、過去の経験を 
 基に考えさせる。 
・根拠をあげながら発

表できるようにさ
せる。 

   ⑥ 

５ 

台風の接近
時期の変化

等にについ
て知ろう 

思考する力・ 
判断する力 

（台風の接近時期
や降雨量が昔に比
べて変化している
原因について考え
させる。) 
 

・台風の接近時期や降雨
量が昔と比べて変化し

ている原因について考
える。 

・原因として考えられる
ことについて隣の人と
意見交換する。 

・環境問題が自分たちの

生活に影響を与えてい
ることを知る。 

・児童が調べた結果の
中に台風の接近時

期等が変化してい
ることについて分
かる資料があれば、
それを活用する。 

・他教科でも学習した
環境問題と、台風の

接近時期等の変化
との関連について、
考えさせる。 

 ③   

※丸数字は単元の評価規準表に対応、太枠内が本時の学習 
 

９ 本時の学習（単元の５時間目） 

（１）本時の目標 

   台風の接近時期や降雨量が変化していることから環境問題との関連に気付き、その

原因について考え、環境問題が自分たちの生活に影響を与えていることを知る。 
 
（２）準備物 

         ・気象庁のホームページ＞気象統計資料＞天気予報・台風＞過去の台風資 

           料＞台風の統計資料＞「台風の発生数」「台風の接近数」のデータを基  

          に資料を作成 

     
 
     
 
 

 
 

       ・気象庁のホームページ＞気象統計資料＞地球環境・気候＞異常気象リンク 

        マップ＞「大雨が増えている」の図ｂを引用 

 

 

         

        ・気象庁のホームページ＞気象統計資料＞地球環境・気候＞異常気象レポー 

        ト＞「異常気象レポート2005」のp61の図1.3.7を引用 

 

 

 

「台風の発生数」のアドレス     

 http://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/typhoon/statistics/generation/generati 

 on.html 

「台風の接近数」（全国への接近数）のアドレス 

 http://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/typhoon/statistics/accession/accession. 

 html 

資料① 

資料② 

「大雨が増えている」のアドレス  

 http://www.data.kishou.go.jp/climate/riskmap/heavyrain.html 

「異常気象レポート 2005」のアドレス  
 http://www.data.kishou.go.jp/climate/cpdinfo/climate_change/2005/pdf/2005_ 

 all.pdf 
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（３）本時の展開 

過
程 付けたい力 学習活動の流れ 指導上の 

留意点 
評価規準 

[評価方法] 
 
 
導 
 
入 
 

 
 
 
 
展 
 
開 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思考する力・ 
  判断する力 
（台風の接近
時期や降雨量
が昔に比べて
変化している
原因について
考えさせる。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○台風の接近時期や降雨量について、
知っていることを話し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○台風の接近時期や降雨量の変化が 
 昔と比べ変化している原因につい 
 て考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○原因として考えられることについて 
 隣の人と意見交換する。 
 
○意見交換したことを基に、全体で 
 話し合い、台風の接近時期や降雨 
 量の変化の原因について考える。 
 
○環境問題が自分たちの生活に影響 
 を与えていることを知る。 
 

 
◇児童が調べた
資料の中に台
風の接近時期
や降雨量が変
化しているこ
とについて分
かる資料があ
れば、それを
活用する。 

 
 
◇前時までに調
べさせたこと
や、社会科等
で学習したこ
とを思い出さ
せ、考えさせ
る。 

 
 
 
 
 
 
◇発言の根拠の
手掛かりとな
る資料①、資
料②を配付す
る。 

 
 
 
 
◇考えさせた後、 
 隣の人と意見 
 交換させる。 
◇ 環 境 問 題 が 
 気 象 に 影 響 
 を与えている 
 ことについて 
 確認するとと 
 もに、研究途 
 中であること 
 も伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【科学的
な思考】 
台風の接
近時期や
降雨量が
昔に比べ
て変化し
ている原
因につい
て考えて
いる。[観
察、ノー
ト] 

 ※点線内が予想される児童の発言 
 
 
 

・台風は、７月～９月に接近すること

が最も多いけれど、ここ数年春から

夏のはじめにかけて台風の接近数が

増えているらしいよ。 
・台風が大型になって、雨の量が多く

なっているとテレビで言っていたよ。 
 

・４月～６月の台風の接近数が増加し

ているね。これは、気温が上がって

いるからだと思う。 
・以前社会の授業で調べたときに、海

水の温度が上がっていて、これは温

暖化の影響だと書いてあったな。 
・お母さんが、台風の規模が大きくな

っていて、その原因が環境問題と関

係があるらしいと言っていたよ。 

・資料①を見ると、ここ数年は台風の

発生数が平年値より少ないけれど、

接近数は平年値をこえている年が多

い。 
・一日に降る雨の量は昔に比べ、確か

に増えていることが資料②から分

る。 
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（４）本時の学習評価 

【科学的な思考】 
学習活動における具体の評価規準 台風の接近時期や降雨量が昔と比べて変化している

原因について考えている。 
「十分満足できる」状況（Ａ）と 
判断した具体的状況例 

他教科等で学習したことや生活経験と関連させなが

ら、環境問題に視点を当てて考えている。 
「努力を要する」状況（Ｃ）と 
評価した児童への手立て 

他教科等で学習した気象に関係のある内容を振り返

らせ、台風の接近時期や降雨量の変化について考えさ

せる。 
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